
別記 様式 （指導監査結果の公開に係る実施要領第３条第２項、第６条第２項）  

 

　法人 指導 監査 結果 概要  

 法 人の 名 称 社 会福 祉法 人　 国寿 会

 実 施年 月 日 令和 ７年 ６月 １８ 日  

〃　 　　２ ５ 日
改善 報告 書 提出日 令和 ７年 １ ０月２ ７日  

令和 ８年   ５月２ ２日

 文書指 摘 の内 容 改 善状況

 会計管 理  

１ 会 計 処 理 等 に 関 す る 運 用 上 の 留

意事 項に つい ての 法令 等違反  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２預貯 金通 帳 、届出 印鑑 の保 管・管

理の 不備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３現金 管理 の不 備  

 

 

事務 管理 体 制、会 計処 理等の 法令 等 を遵守 し、

事務 分担 の ローテ ーシ ョン、全 職員 を対 象と し

た研 修等 を 行い再 発防 止に取 組む 。  

(1)事務 管理 体制の 徹底  

　 理 事 及 び 管 理 者 に よ る 事 務 管 理 体 制 を 徹 底

す る。  

① 施 設 長 及 び 副 施 設 長 両 名 に よ る 会 計 事 務 処

理状 況の 監視 の強 化  

　 ② 理 事 長 が 指名 し た 理 事 に よ る 定 期的 な印 鑑

の保 管及び 使 用状 況の調 査の 実施  

(2)会計 事務 処理の 基本 の徹 底  

　 経 理 規 程 の 基 本 に 基 づ く 会 計 処 理 を 徹 底 す

る 。  

(3)事務 分担 の定期 的な ロー テー ショ ンの実 施  

　 事 務 職 員 の 事 務 分 担 の 定 期 的 な ロ ー テ ー シ

ョ ンを 実施 し、相互 牽制 、事 務処 理の 改善 を

図 る。  

(4)職員 コン プライ アン ス研 修の 実施  

　法 令、規程、規則 、マニ ュア ルな どの 遵守 を

徹 底す るた め、 研修 会等を 実施 す る。  

・法令 遵守・コンプ ラ イアン ス研 修：令 和 8 年

1 月 実施  

 

預貯 金通 帳、届出 印鑑 の保 管・管理 不備 につ い

ては 、次 の とおり 改善 しまし た。  

(1)経 理 規 程 に 基 づ き 通 帳 の 保 管 責 任 者 を 会 計

管 理者 とし た。  

(2)公印 を使 用する とき は、「公 印使 用簿」に 記

載 し、施設 長の承 認を 受け る。押印は 、施 設

長 が行 う。  

(3)理 事 長 は 、 印 鑑 保 管 責 任 者 と は 別 に 理 事 長

が 指名 する 理事 に印 鑑の保 管状 況 及び「公 印

使 用簿」の使用 状況 の調 査を 指示 し、定期 的

に 「調 査報 告書 」に よる報 告を 受 ける。  

(4)印鑑 と通 帳は、 別々 の金 庫に 保管 する。  

(5)各金 庫の 施錠・開錠 は、施設 長及 び会 計管 理

者 が行 う。  

 

現金 管理 の 不備に つい ては、次 のと おり 改善 し

まし た。  



  

 

 

 

４経理 規程 に基 づく 規程 違反  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５「 入 所 者預り 金等 管理 規程 」に 基

づく 規程 違反  

 

 

 

会 計管 理者 が収 納を 確認し 、入金 記帳 した 通

帳と 照合 し た上で「 利 用料受 領確 認 表」に 押

印す る。  

 

経理 規程 に 基づく 規程 違反に つい て、次 のと お

り 改善 しま した 。  

(1)通帳 及び 届出印 鑑の 保管 ・管 理  

印 鑑の 保管 を施 設長、通 帳の 保管 を会 計責 任

者と した。  

(2)現金 残高 の確認  

① 現金 残高 の確 認報 告は、出 納職 員が 現金 残

高 を 確 認 し て 帳 簿 残 高 と 照 合 後 、 会 計 責 任

者に 報告 す る。  

② 収 納 し た 現 金 は 、 3 営 業 日 以 内 に 入 金 し 、

会計 責任 者 が、入金日 、入金 額等 につ いて 点

検確 認の う え「 利用料 受 領確 認表」に 押印 す

る。  

(3)支出 手続 の改善  

　① 出納 職 員は、記 載した 払戻 請求 書と その 写　 　

しを 会計 責任 者に 提示し て承 認を 受け る。  

  ② 承認 後、 出納 職員 は通帳 を受 取 り「通 帳・

公印 使用 簿」 に記 載する 。  

　 ③ 施 設 長 か ら 払 戻 請 求 書 に 係 る 公 印 使 用 許

可を 受け る。 押印 は施設 長が 行う 。  

　④ 通帳 返 却後、会計 責任 者が 確認 のうえ「 通

帳・ 公印 使用 簿」 に署名 する 。  

(4)月次 報告  

　① 出納 職 員は、月 次報告 の残 高と 金融 機関 の

残高 を照 合の 上「 残高 確認 表」に 記載 し、会

計 責 任 者 へ の 報 告 を 経 て 理 事 長 の 決 裁 を 受

ける 。  

　② 会計 責 任者は 、拠点区 分ご との 資金 収支 及

び 事 業 活 動 の 内 訳 を 明 ら か に し て 「 月 次 試

算表」を作 成し、施設長 を経 て理 事長 の決 裁

を受 ける 。  

 

(5)経理 事務 処理  

　① 会計 伝 票の記 載内 容は、 通帳 及 び領収 書・

請 求 書 等 の 証 憑 類 に 基 づ い て 作 成 し 、 会 計

責任 者は 照合 ・検 証を行 う。  

　② 会計 責 任者は 、会 計伝 票の 勘定 科目、取 引

年月 日、数 量、金額、相 手方 及び 取引 内容 を

確実 に検 証の 後、 承認印 を押 印す る。  

　③ 金銭 の 支払い を行 う場合 には 、会計 責任 者

の 承 認 を 得 た 後 、 施 設 長 か ら 金 融 機 関 届 出

印押 印の 承認 を得 て、金銭 の支 払いを 行う。 

 

「入 所者 預 り金等 管理 規程」に 基づ く規 程違 反

につ いては 、 次の とおり 改善 しま した 。  

(1)預 り 金 を 受 領 す る と き は 、 他 の 職 員 立 会 い

の もと、 2 名で 受領 する 。  

(2)「 預り金 依頼 書」の 決裁 を行う 際は、必ず 当



  

 

６管理 規程 の見 直し 等  

 

 

 

 

 

 

７ 法 人 イ ン タ ー ネ ッ ト バ ン キ ン グ

運用 上の 相互 牽制 対策  

 

該 現金を 添 えて 行う。  

 

現行 の「 預り 金管理 規程」を 廃止 し、新 たに 入

所 者 の 日 常 費 用 を 施 設 会 計 に お い て 立 替 え る

「 日常 費用 の支 払い に係る 立替 え 規程」を制 定

し まし た（ R7.12.1 施行 ）。  

　こ れに よ り、極力 現金の 取扱 いは しな いこ と

に なり ます 。  

 

法 人 イ ン タ ー ネ ッ ト バ ン キ ン グ 運 用 上 の 相 互

牽 制 対 策 に つ い て は 、 次 の と お り 改 善 し ま し

た。  

(1) 振 込 デ ー タ の 確 認 を 会 計 責 任 者 が 徹 底 す

る 。  

(2)送 信 に 使 用 す る ワ ン タ イ ム パ ス ワ ー ド 生 成

機 を会 計責 任者 が保 管し、使 用者 は使 用簿 に

記 載後 貸与 を受 ける。返 却時 は会 計責 任者 が

確 認し 使用 簿に 署名 する。  

(3)送信 は、会計 責 任者 の監視 のも と行 う。会 計

責 任者 は、振込 金額・振 込先 等を 十分 に確 認

す る。  

(4)送信 者は、「デ ータ 送信 結果」・「承認 結果（ 総

合 振 込 ）」を 印刷 し、会計 責任 者及 び副 施設 長

の 決裁 を受 ける 。  

(5)出納 職員 は、毎日 、業務 終了後 に「入 出金 明

細 照会 (ANSER)」の 照会 (フ ァ イ ル 出 力 )を 行い、

会 計責任 者 、副 施設長 の決 裁を 受け る。


